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下水道事業は、浸水対策、公衆衛生の確保、生活環境の改善及び公共用水域の水

質保全といった役割を担っており、本市公共下水道事業は昭和34年に事業認可を受

け、以来約50年に亘り、鋭意施設の拡張整備に取弊且んだ結果、平成22年7月には、

本市計画に基づく基本的な汚水管渠の整備は完了しました。

現在では、拡張整備から本格的な維持管理ヘと事業の方向陛も転換時期を迎えて

おり、このような状況を踏まえ、本市公共下水道事業は、第4次行政改革大綱に基づ

き、平成24年4月1日より地方公営企業法の全部を適用するとともに、下水道部を廃止

し、ガス水道部ヘの組織統合を行いました。

法適用後初年度となる当年度末の水洗化戸数は28,072戸で、前年度末と比ベ392戸

の増となりました。有収水量は、前年度に比ベ、フ.8%増のH,395千金となりました。

設備関係については、厚中問屋町地内の浸水対策事業に取弊且み、仲ノ坪北貯留

施設築造工事を行いました。また、福知山終末処理場場内ポンプ場高圧受変電設備

更新工事や和久市地内でのボックスカルバート更新工事など、管渠ポンプ場、終末

処理場の老朽化した各施設の更新工事を行いました。

収支の状況につきましては、収益が2,331,643千円、費用が2,368,852千円となり、当

年度は37,2四千円の純損失を計上することとなりました。

公共下水道事業においては、整備区域内の管渠整備がほぽ普及しているととから、

今後、水洗化戸数の大幅な増加も期待できない中で、老朽化した主要設備や管渠の

本格的な更新時期を迎えており、財源の確保をはじめ経営を取り巻く環境は厳しい状

況となっています。

このような状況の中、今後とも、より災害に強い安定した下水の処理が確保できるよう

に、効率的で計画的な事業運営を図り、経営の健全化に努めてまいります。
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